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こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
障
害

者
小
規
模
共
同
作
業
所
補
助
金

等
の
平
成
三
十
年
度
実
績
報
告

書
及
び
平
成
三
十
一
年
度
交
付

申
請
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

　
実
際
は
、
四
月
十
九
日
（
金
）

に
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
「
さ

わ
や
か
」
の
業
務
の
都
合
に
よ
り
、

日
程
を
変
更
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
平
成
三
十
年
度
か
ら
、
担
当

に
な
ら
れ
た
保
健
福
祉
局
障
害

福
祉
部
障
害
就
労
支
援
室
の
吉

野
匡
貴
主
任
が
監
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
平
成
三
十
年
度
実
績
報
告
書

に
つ
い
て
は
、
元
帳
や
全
て
の

領
収
証
、
出
勤
簿
な
ど
を
丁
寧

に
確
認
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
三
十
一
年
度
交
付
申
請

書
に
つ
い
て
も
、
事
業
計
画
書

や
予
算
書
等
を
確
認
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
三
十
一
年
度
交
付
申
請

書
つ
い
て
は
、
今
年
の
一
月
二

十
七
日
（
日
）
に
北
九
州
市
長

選
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

三
ヶ
月
分
（
四
月
～
六
月
）
の

暫
定
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
残
り
の
九
ヶ
月
分
（
七
月
～

来
年
の
三
月
）
は
、
七
月
に
再
度
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

　
多
少
の
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
が
、

両
事
業
所
と
も
無
事
に
終
了
し

ま
し
た
。

　
今
年
一
年
、
気
を
引
き
締
め

て
頑
張
り
ま
す
。

　
ま
た
、
三
月
二
十
七
日
（
水
）

十
時
よ
り
八
幡
事
業
所
、
十
一

時
十
分
よ
り
小
倉
事
業
所
に
吉

野
主
任
が
お
見
え
に
な
り
、
小

規
模
作
業
所
の
環
境
や
作
業
の

実
態
な
ど
を
み
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
意
見
交
換
な
ど
が

で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
政
府
は
、
四
月
一
日
の
臨
時

閣
議
で
『
平
成
』
に
代
わ
る
新

し
い
元
号
を
『
令
和
（
れ
い
わ
）
』

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
典
拠
は
奈
良
時
代
に
完
成
し

た
日
本
に
現
存
す
る
最
古
の
歌

集
『
万
葉
集
』
か
ら
引
用
さ
れ

ま
し
た
。

　
日
本
で
記
さ
れ
た
書
物
（
国
書
）

に
由
来
す
る
元
号
は
確
認
で
き

る
限
り
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　
元
号
は
、
皇
太
子
さ
ま
が
即

位
す
る
五
月
一
日
午
前
〇
時
に

改
め
ら
れ
ま
す
。

　
天
皇
退
位
に
伴
う
改
元
は
、

憲
政
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

一
九
八
九
年
一
月
に
始
ま
っ
た
『
平

成
』
は
、
四
月
三
十
日
で
幕
を

閉
じ
ま
す
。

　
新
元
号
は
、
六
四
五
年
の
『
大

化
』
か
ら
数
え
て
、
二
四
八
番

目
で
す
。
　

　
万
葉
集
に
あ
る
歌
の
序
文
『
初

春
（
し
ょ
し
ゅ
ん
）
の
令
月
（
れ

い
げ
つ
）
に
し
て
、
気
淑
（
き
よ
）

く
風
和
（
や
わ
ら
）
ぎ
、
梅
は

鏡
前
（
き
ょ
う
ぜ
ん
）
の
粉
を

披
（
ひ
ら
）
き
、
蘭
は
珮
後
（
は

い
ご
）
の
香
（
こ
う
）
を
薫
（
か

お
）
ら
す
』
（
書
き
下
し
文
）

か
ら
二
文
字
を
と
り
ま
し
た
。

　
安
倍
晋
三
首
相
は
、
記
者
会

見
を
し
て
典
拠
を
万
葉
集
と
し

た
理
由
に
つ
い
て
『
我
が
国
の

豊
か
な
国
民
文
化
と
長
い
伝
統

を
象
徴
す
る
国
書
で
す
』
と
説

明
し
ま
し
た
。

 

　
今
回
は
、
天
皇
陛
下
の
退
位

に
伴
い
、
皇
位
継
承
前
に
行
わ

れ
る
憲
政
史
上
初
の
新
元
号
公

表
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
の
間
で
は
、
マ
ス
コ
ミ

を
は
じ
め
、
様
々
な
「
元
号
予
想
」

が
飛
び
交
っ
て
き
ま
し
た
。
　

　
新
元
号
に
関
す
る
法
的
基
準

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
九
七
九

年
の
大
平
内
閣
時
代
に
出
さ
れ

た
閣
議
報
告
の
『
元
号
選
定
手

続
き
』
に
は
、

①
国
民
の
理
想
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
よ
う
な
良
い
意
味

②
漢
字
二
字

③
書
き
や
す
い

④
読
み
や
す
い

⑤
こ
れ
ま
で
に
元
号
ま
た
は
お

く
り
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い

⑥
俗
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な

い
（
広
く
一
般
に
使
わ
れ
て
い

な
い
）

の
六
つ
の
要
件
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
六
四
五
年
の
『
大
化
』
か
ら

現
在
の
『
平
成
』
ま
で
、
二
四

七
の
元
号
の
う
ち
、
確
認
で
き

る
も
の
は
す
べ
て
中
国
の
古
典

が
出
典
元
で
し
た
。
　

　
一
方
、
今
回
政
府
は
、
新
元

号
の
考
案
を
委
託
し
た
専
門
家

を
國
文
学
や
漢
文
学
、
日
本
史
学
、

東
洋
史
学
と
明
か
し
、
首
相
の

支
持
基
盤
で
も
あ
る
保
守
層
か

ら
は
、
初
め
て
日
本
古
典
が
選

ば
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
が
出
て

い
ま
し
た
。

「
平
成
」
の
時
代
か
ら

次
の
時
代
「
令
和
」
へ

新元号
決まる

憲
政
史
上
初
の

新
元
号
公
表

　
四
月
十
八
日
（
木
）
北
九
州
市
役
所
七
階
七
Ｂ
会
議
室
で
、
十
三
時
よ
り
小
倉
事
業
所
、

十
五
時
よ
り
八
幡
事
業
所
の
北
九
州
市
障
害
者
小
規
模
共
同
作
業
所
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
り

ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
　
日
（
土
）
か
ら

５
月
６
日
（
月
・
祝
）
ま
で

事
務
局
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
及
び
利
用
者
の
方
に
は

個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

北
九
州
市
障
害
者
小
規
模
共
同
作
業
所
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
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四
月
一
日
に
新
元
号
は
「
令
和
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
新
元
号
の

ゆ
か
り
の
地
と
い
わ
れ
て
い
る
福
岡
県
太
宰
府
市
に
あ
る
坂
本
八
幡
宮
に
つ
い
て
、
調
べ

て
み
ま
し
た
。

　
大
宰
府
展
示
館
は
、
大
宰
府

跡
の
発
掘
調
査
に
よ
り
出
土
し
た
、

平
安
時
代
の
溝
を
そ
の
ま
ま
公

開
す
る
と
共
に
、
大
宰
府
の
歴

史
を
紹
介
す
る
出
土
品
や
復
元

模
型
な
ど
の
資
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
「
西
の
都
」
や
「
遠

の
朝
廷
（
と
お
の
み
か
ど
）
」

と
い
わ
れ
た
大
宰
府
は
、
九
国

三
島
（
九
州
）
を
治
め
、
外
交

を
司
り
、
か
つ
我
国
の
西
の
守

り
と
し
て
辺
境
防
備
の
役
割
を

担
っ
た
律
令
制
下
最
大
の
地
方

官
衙
で
あ
り
ま
し
た
。

 

特
別
史
跡
大
宰
府
跡
（
都
府
楼

跡
）
を
中
心
に
水
城
や
大
野
城
、

観
世
音
寺
、
国
分
寺
等
、
太
宰

府
市
内
に
は
、
そ
の
一
三
〇
〇

年
の
歴
史
を
物
語
る
史
跡
が
数

多
く
存
在
し
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
史
跡
の
発
掘
調
査
は

昭
和
四
三
年
よ
り
始
め
ら
れ
た
が
、

大
宰
府
展
示
館
は
調
査
に
よ
り

検
出
さ
れ
た
遺
跡
の
一
部
を
覆

い
保
存
し
、
併
せ
て
、
発
掘
調
査
・

研
究
の
成
果
を
展
示
し
、
古
都

大
宰
府
を
訪
れ
る
人
の
史
跡
に

対
す
る

理
解
を

求
め
る

目
的
で
、

昭
和
五

五
年
十

月
に
開

館
し
ま

し
た
。

　
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
大
宰
府
史
跡
解
説

員
が
史
跡
め
ぐ
り
の
ご
案
内
を

し
ま
す
。
（
要
予
約
）

 

申
し
込
み
は
、
大
宰
府
展
示
館

ま
で
　 

〇
九
二-

九
二
二-

七
八
一
一 

【
坂
本
八
幡
宮
縁
起
に
つ
い
て
】

太
宰
府
の
歴
史
要
素
を
集
約

～
大
宰
府
展
示
館
～

二
〇
年
ぶ
り
に
新
紙
幣
発
表

～
二
〇
二
四
年
に
新
た
な
顔
と
な
る
偉
人
た
ち
～

～
新
元
号
ゆ
か
り
の
地
～

太
宰
府
が
喜
び
に
あ
ふ
れ
る

 

　
太
宰
府
（
福
岡
県
太
宰
府
市
）

と
い
え
ば
、
全
国
か
ら
受
験
生

た
ち
が
合
格
祈
願
に
訪
れ
る
太

宰
府
天
満
宮
が
有
名
で
す
。

　
太
宰
府
市
に
よ
る
と
、
政
庁

跡
や
そ
の
周
辺
に
は
、
三
十
二

首
の
う
ち
十
一
首
を
刻
ん
だ
歌

碑
が
点
在
す
る
ほ
か
、
梅
花
の

宴
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
を
設

け
た
展
示
館
、
旅
人
の
邸
宅
跡

地
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
坂

本
八
幡
宮
も
あ
り
ま
す
。

　
坂
本
八
幡
宮
神
社
は
令
和

の
由
来
と
な
っ
た
万
葉
集
の

序
文
に
関
わ
る
大
伴
旅
人
（
お

お
と
も
の
た
び
と
）
の
家
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
場

所
で
す
。

　　
こ
の
坂
本
八
幡
宮
は
、
土

地
神
・
産
土
神
と
し
て
崇
拝

さ
れ
て
い
る
神
社
で
、
ご
祭

神
は
応
神
天
皇
で
す
。

 

「
圓
満
山
四
王
寺
縁
起
」
に

よ
れ
ば
、
嵯
峨
天
皇
弘
仁
二

年
（
八
一
一
）
に
勅
宣
に
よ
り
、

こ
こ
坂
本
に
「
善
正
寺
」
が

建

て

ら

れ

た

と

さ

れ

て

い

ま

す
。

　
こ
の
寺
は
中
世
は
天
台
宗

の
寺
院
で
、
本
山
の
比
叡
山

に
習
い
九
州
の
天
台
系
の
寺

院
の
境
内
に
八
幡
宮
を
祭
る

形
が
多
く
み
ら
れ
、
当
社
の

勧
請
の
時
期
は
「
福
岡
県
神

社
誌
」
（
一
九
四
四
年
刊
）

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
「
天
文･

弘
治
の
頃
」
（
一
五
三
二
～

一
五
五
七
）
の
戦
国
時
代
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
頃
に
寺
院
が
廃
れ
、

土
地
を
経
営
す
る
現
在
の
坂

本
区
の
原

型
と
な
る

村
落
が
出

来
て
、
そ

の
村
の
鎮

守
と
し
て

寺
の
境
内

に
あ
っ
た

社
が
再
興

さ
れ
た
も

の
と
考
え

ら
れ
て
い

る
と
あ
り
ま
す
。

　
古
代
に
は
大
宰
府
や
九
州

を
守
護
す
る
寺
で
あ
っ
た
四

王
寺
が
形
を
変
え
な
が
ら
、

現
在
で
は
坂
本
区
の
鎮
守
と

し
て
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
抜
粋
）

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
一
万

円
札
と
五
千
円
札
、
千
円
札

の
紙
幣
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
す

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
紙
幣
は
、
二
〇
二
四
年
を

目
途
に
刷
新
さ
れ
ま
す
。

　
最
後
に
刷
新
し
た
二
〇
〇

四
年
か
ら
二
〇
年
ぶ
り
の
出

来
事
で
す
。

　
新
紙
幣
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
は
、

一
万
円
札
が
渋
沢
栄
一
、
五

千
円
札
が
津
田
梅
子
、
千
円

札
が
北
里
柴
三
郎
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
新
一
万
円
札
に
「
日
本
の

資
本
主
義
の
父
」
な
ど
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
渋
沢
栄
一
氏
を
、

裏
面
に
は
東
京
駅
丸
の
内
駅

舎
の
デ
ザ
イ
ン
が
使
わ
れ
ま
す
。

　

ま

た
、

五

千

円

札

に

は

「

女

子

教

育

の

先
駆
者
」

と

言

わ

れ

る

津

田

塾

大

学

創

始

者

の

津

田

梅

子

氏

を

、

裏
面
に
は
藤
の
花
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
千
円
札
に
は
、
「
近

代
日
本
医
学
の
父
」
と
言
わ

れ
る
北
里
柴
三
郎
氏
が
採
用

さ
れ
ま
す
。
　

　
裏
面
に
は
、
富
嶽
三
十
六

景
の
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
新
札
に
あ
わ
せ
て
、

五
〇
〇
円
貨
幣
（
硬
貨
）
も

刷
新
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
五
〇
〇
円
貨
幣

に
は
新
た
な
偽
造
防
止
技
術

も
導
入
さ
れ
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
抜
粋
）
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